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京都府地域部活動推進事業の概要

取り組み内容:４つのパターン

1

2

地域スポーツ団体との連携を推し進め、地域部活動を積極的に開始するモデル

２市町の実践研究から、具体的な連携モデルの提示を想定

プロスポーツとの連携を模索 等

3
地域の実情に応じたカスタマイズを推進

様々な手法から適したものを選択したり、複数の手法を組み合わせるモデル

地域に根差したスポーツや特有のスポーツ環境などを生かしたモデル 等

4

地域スポーツ団体との連携

府立学校との連携
府立学校の開放型地域スポーツクラブや各校で実施のスポーツ教室等を充実・

活用し、地域の中学校やスポーツ団体が参画するモデル 等

地域ならではの連携

校内体制の充実

地域移行が整う間も、生徒の活動の保障や教員の負担軽減等の継続は必要

であり、 地域移行の準備と並行して、校内体制を充実するモデル 等

学校部活動への地域人材派遣の継続を想定



地域移行の目標・在り方に関する考え方
スポーツ庁地域運動部活動実践事例集より



引用：地域運動部活動推進事業～休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究～

舞鶴市教委地域運動部活動実践事例より



令和３年度の取組 青葉中・白糸中・和田中・城南中・若浦中・加佐中

舞鶴市立中学校６６部活動 １５００人の行き先

舞鶴市教委地域運動部活動実践事例より





令和４年度地域部活動推進事業の各専門部

剣道・柔道・陸上・ソフトボール・基礎部活令和４年度の取組

舞鶴市教委地域運動部活動実践事例より

6月より
１ヶ月に２回程度実施

現在、13回実施

8月より実施開始
計3回終了

（背景）
地域の連盟が定期的に練習会
を開催している

調整中
12月・1月に実施予定

11月より実施（雨天中止）
12月4日、1回目開催

基礎的な身体の使い方
各競技に適したトレーニング

楽しんで身体を動かす場
コミュニケーションを広げる場



市町運営型：総合型地域スポーツクラブ運営型実践事例の取組より

スポーツ庁地域運動部活動実践事例集より



舞鶴ちゃったスポーツクラブとは

京都府舞鶴市内で、平成28年より老若男

女、世代問わず、誰もが健康に過ごすた

めの「文化・スポーツ教室」や「サーク

ル」をはじめ、行政・地域単位でのス

ポーツイベント、企業の福利厚生、体力

測定や健康教室などを開催しています。



舞鶴ちゃったスポーツクラブから考えたメリット

舞鶴市には、
すでに既存のスポーツ団体がたくさんあった。

その一方で、

・1つの競技だけに従事する指導者
・勝利至上主義
・楽しくスポーツを体験する場がない
・各競技連盟に登録していない人材の埋没

ちょうど、地域人材の有効活用を考えている
時に、部活動の地域移行の話があった。



舞鶴ちゃったスポーツクラブから考えたメリット

子どもたちの活動の場所をなくしてはいけない

との思いで、中間組織的「地域部活動人材バンク」を
立ち上げ、地域の指導者を確保し互いの指導力を高め
合うことを期待して「地域部活動のモデル事業」に協
力することなった。



スポーツ庁地域運動部活動実践事例集より



総合型地域スポーツクラブ全国協議会 令和４年度登録クラブ

全国で１０１５クラブ 近畿で１０９クラブ



ゆる部活：目的

負けても 勝っても たのしいよ！

部活動が地域に移行する！

子どもたちの豊かな
スポーツライフを創造する



舞鶴ちゃったスポーツクラブの取組内容

スポーツ庁地域部運動活動事例集より



実証実験における課題

スポーツ庁地域部運動活動事例集より


